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私たちの身体を構成するすべての細胞は、既存の細胞が分裂をすることで生まれてい

る。1 つの細胞が成長し 2 つの娘細胞に分裂するまでの一連の過程、すなわち細胞周期

は、サイクリン依存性キナーゼを中心とする精緻な制御ネットワークによって厳密に制御さ

れている。この機構が細胞周期のさまざまな素過程を連続的かつ協調的に駆動すること

で、正確な細胞分裂が達成される。例えば分裂期では、この機構は、微小菅形成中心とし

て機能する中心体に紡錘体を形成させて、複製させた染色体を 2 つの娘細胞へと均等に

分配させる。興味深いことに、我々の未発表成果により、この中心体というオルガネラが、

紡錘体形成という細胞周期の素過程を駆動するだけでなく、細胞分裂を達成するための

新たな機能を持つことが見出されつつある。本セミナーでは、細胞周期の理解にパラダイ

ムシフトをもたらしうる、この中心体の新たな機能についてご紹介する。 
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